
OISTERの活動報告
村田勝寛（京都大学）、

OISTER観測企画運営委員会

# 2021年度せいめいUMの山中さんスライドのアップデートです



光赤外線天文学大学間連携事業(OISTER) 
=中小口径望遠鏡を持つ大学・機関による有機的連合体

• 北海道大学、埼玉大学、東京大学、
東京工業大学、名古屋大学、京都
大学、兵庫県立大学、広島大学、
鹿児島大学の9大学と国立天文台
が連携

• 英名：Optical and Infrared 
Synergetics of Telescopes for 
Education and Research 
(OISTER)

• 中小口径の望遠鏡を有機的に結び
つけて、突発天体等の即時および
連続観測により、その物理現象の
解明をメインテーマとした最先端
共同研究の推進

• 天文学教育の促進（e.g.,初心者向
けデータ解析講習会の開催、滞在
実習の実施）

https://oister.kwasan.kyoto-u.ac.jp



連携観測を使った研究と教育の二本柱

第一期：2011-2016年度

• 光学・赤外線大学間連携の観測ネットワークの構築

• 連携観測のための環境構築・整備、遠方ガンマ線バーストなどの突発現象の観測

• 教育事業

第二期：2017年-2021年度

• 光学・赤外線大学間連携の観測ネットワークの活用（大型望遠鏡では困難な最先端の共同研究を行
う）

• 重力波・ニュートリノの起源天体探査・超新星爆発などの突発現象の観測

• 教育事業

第三期：2022年度-

• マルチメッセンジャー天文学、時間領域天文学の推進

• 教育事業



OISTERの運営

観測企画運営委員会

運営協議会

月1回開催

不定期開催

提案

OISTER各連携機関・協力機関

承認

OISTER ML 登録者
✓観測実施者
✓観測提案者
✓それ以外



OISTERの観測対象

系外惑星フレア

新星・矮新星

X線連星

ガンマ線バー
スト

超新星

活動銀河核

太陽系惑星

前主系列星

重力波

ニュートリノ

太陽系天体

第3期に向けたホワイトペーパー
https://oister.kwasan.kyoto-u.ac.jp



OISTER観測提案

• 申し込み資格者

• PIはOISTER所属機関研究者、Co-PIは機関外であっても可

• ToO(予期せぬ突発現象)、キャンペーン（time critical）の2種

• 最近はせいめい望遠鏡の募集に合わせて、定期募集（年二回、5-6月、11-
12月）と随時募集

• ToOに限り、随時募集を受け付ける。

• バッティングする観測は観測企画運営委員会が交通整備

• 観測受け入れ可否は各機関の裁量



実際にトリガーされた観測数の推移

• 2016, 2021年度が少ないのは体制の
切り替わり前後のため

• 第一期では超新星・X線連星・激変
星・AGNが主 

• 第二期以降は観測対象が多様化
• 2023年度は3件

実施数

年度

第一期 第二期



OISTERによる研究成果出版状況



教育事業：短期滞在実習



教育事業：データ解析講習会



OISTERの学位取得者数推移

観測、研究、教育事業を通して、博士論文や修士・学士論文に貢献

年度



OISTER談話会・装置開発講習会
2021年度から談話会を開始
2022年度から新たな試みとして、初心者向け装置開発講習会を開催

新たな教育事業も検討中



OISTERワークショップ
毎年開催（例年11月-3月頃）、これまでに13回開催

✓ 2022年度 「OISTER 第三期の展開」

✓ 2021年度 「第二期OISTERの総括と今後」

✓ 2020年度 「連携観測の新機軸」

• 発表スライドはwebで公開中

• 昨年度は新たに学生発表賞を設けた

今年度も開催、テーマは「連携観測を進化/充実するための技術的な基盤」

（１）自動観測・リモート観測・ロボット望遠鏡の技術と運用

（２）迅速な突発天体追観測を実現するための技術、

（３）突発天体検知・観測情報とデータ共有による連携観測の効率化

OISTER第三期の後半に実現し成果がではじめることが期待される技術的基盤を中心に議論

テーマの他に、観測成果報告もあります

tennetなどで案内予定、OISTER外の皆さまも是非ご参加ください

https://oister.kwasan.kyoto-u.ac.jp/oister-workshop/



OISTERプロポーザルからせいめい望遠鏡を使う観測



OISTERからのせいめい観測提案（2023B）

• せいめい望遠鏡とOISTER他
望遠鏡との連携観測の提案
のみ受付可

• 今期は12件が採択
• このうち4件は京大時間に紐

づけ有り



これまでのせいめい望遠鏡が使われたOISTER観測 
（紐づけられた京大時間＋OISTER時間）

2023年度
AGN（PI：水越さん）
SN2023gps（PI：越さん）
MAXI J1820+070（PI：樋口さん）
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